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イチゴ雇用型大規模経営体の育成を目指して  
規模拡大志向生産者によるグループ検討会（第一回）を実施 

 久留米普及指導センター管内は、イチゴの生産が盛んな地域で、11月から翌年５月

までの約半年間、全国に向けてイチゴが出荷されます。 

 しかし、生産者の高齢化による作付面積の縮小や栽培中止により、今後産地が縮小

していくことが懸念されています。管内のイチゴ生産は主に家族経営が中心ですが、

産地を維持していくためには、雇用労働を積極的に導入した大規模経営体を育成して

いくことが重要です。 

そこで、普及センターでは規模拡大に意欲的な生産者を募り、経営改善のサポート

をするとともに雇用導入に向けた環境づくりをすすめています。 

 今回は規模拡大志向生産者の意見交換の場として、9月 30日にグループ検討会を開

催しました。普及センターからは、規模拡大に必要となる雇用導入のポイントや作業

性改善のための実証試験結果、雇用される人向けの作業マニュアル等について情報提

供を行いました。その後、雇用導入に関する課題や改善点等について意見交換を行い、

参加した生産者からは「すでに周年

雇用を導入している生産者から具

体的な話を聞けて参考になった。」

「作業性改善のための農業機械の

情報を知ることができてよかっ

た。」といった声が聞かれました。 

普及センターは、今後もイチゴ産

地の維持発展に向け、雇用型大規模

経営を目指す生産者の支援を行っ

ていきます。 
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野菜花き課 野菜第二係    

雇用導入のポイントについて説明する普及指導員

（中央奥） 


